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オートファジーにおけるオートファゴソーム形成に関わる因子として１８種類の Atg タンパク質が知ら

れているが，そのうち立体構造が分かっていない Atg2および Atg9についてクライオ電子顕微鏡による

立体構造決定を目指し研究を進めた．Atg2，Atg9ともにネガティブ染色の電子顕微鏡像では明瞭な粒子

として確認できた．しかしながら，凍結操作を行なうとどちらのタンパク質も変性を起こしてしまい，

ほとんど粒子が見られなくなった．クライオ条件の探索を進め，Atg9については改善が進んでいるが，

クライオ電子顕微鏡による解析のためには更なる条件の改善が必要である． 
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